
すべての乳幼児の
「伸びる・育つ（すくすく）」と
「好奇心・探究心（わくわく）」を

応援する、幼保共通の
プログラムです
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子供たちをよく見て、
その声をよく聴いてください

待つことも大事。
子供に大胆に聞いてみても

する

Q&A
Q Q

子供が何を好きか、何に関心
を持っているか、子供をよく見
て、子供の興味関心を深めら
れそうなテーマを設定します。
子供たちは、子供同士や保育
者との関わりの中で遊び、試
し、考えながら「探究」を重ね
ていきます。

な
ぜ
今
、

す
く
わ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

探
究
活
動
を
す
る
の
か

野
澤
先
生　
自
尊
心
な
ど
の
自
己
に

関
わ
る
心
の
力
や
、
協
同
性
な
ど
の

社
会
性
に
関
わ
る
心
の
力
（
非
認
知

能
力
）
を
、
特
に
乳
幼
児
期
に
育
ん

で
い
く
こ
と
が
、
子
供
の
生
涯
に
わ

た
る
心
身
の
健
康
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
心
の
力
を
、

探
究
活
動
を
通
し
て
育
も
う
と
し
て

い
る
の
が
す
く
わ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。

浅
井
先
生　
も
う
一
つ
の
側
面
と
し

て
は
、「
子
供
の
声
を
聴
く
」
と
い

う
こ
と
が
改
め
て
着
目
さ
れ
て
き
て

い
る
こ
と
で
す
。
幼
い
子
供
で
も
自

分
な
り
の
世
界
の
見
方
を
持
っ
て
い

ま
す
。そ
う
し
た
子
供
観
の
転
換
と
、

非
認
知
能
力
に
着
目
す
る
と
い
う
２

つ
の
流
れ
が
合
流
し
た
と
こ
ろ
に
、

こ
の
探
究
活
動
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

探
究
活
動
を
行
う
と
き

心
掛
け
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト

浅
井
先
生　
ま
ず
子
供
た
ち
が
何
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
か
、
何
が
好
き

か
を
よ
く
見
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ま
ず
は
シ
ン
プ
ル
な
設
定
で
も
い
い

の
で
、「
子
供
の
声
を
聴
く
」
こ
と

を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
環
境
設

定
で
は
、
出
会
っ
て
ほ
し
い
も
の
が

際
立
つ
よ
う
に
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

野
澤
先
生　
例
え
ば
、
白
い
紙
に
拾

っ
て
き
た
植
物
を
並
べ
る
だ
け
で
も

い
い
の
で
す
。
普
段
な
ら
ぞ
ん
ざ
い

に
扱
う
も
の
も
、
そ
う
す
る
こ
と
で

よ
く
観
察
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

浅
井
先
生　
「
葉
っ
ぱ
を
拾
い
に
行

き
ま
し
ょ
う
」
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持

た
せ
て
し
ま
う
と
、
掃
除
み
た
い
に

い
っ
ぱ
い
持
っ
て
帰
っ
た
り
も
す
る

の
で
す
が
、「
本
当
に
気
に
入
っ
た
も

の
を
１
枚
持
っ
て
帰
ろ
う
ね
」
と
声

掛
け
を
す
る
と
、
子
供
の
葉
っ
ぱ
と

の
関
係
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
先
生

の「
問
い
掛
け
」と「
提
案
」も
環
境

を
構
成
す
る
要
素
で
す
ね
。
難
し
く

考
え
る
よ
り
も
、
子
供
に
何
と
出
会

っ
て
ほ
し
い
の
か
、
ど
う
出
会
っ
て

ほ
し
い
の
か
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

野
澤
先
生　
出
会
っ
た
時
に
ど
う
い

う
反
応
が
あ
っ
た
か
、
記
録
し
て
振

り
返
る
の
も
大
事
で
す
よ
ね
。
大
人

は
つ
い
推
測
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、

子
供
の
表
現
を
拾
っ
て
い
く
こ
と

で
、
子
供
の
発
見
や
気
持
ち
を
よ
り

精
緻
に
捉
え
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

浅
井
先
生　
た
と
え
１
歳
児
ク
ラ
ス

の
子
で
も
、
言
葉
で
問
い
掛
け
た
ら

何
か
返
っ
て
き
ま
す
。
私
た
ち
が
思

う
よ
り
、
幼
い
時
か
ら
言
葉
で
も
や

り
取
り
が
で
き
る
ん
で
す
。

野
澤
先
生　
対
象
と
の
出
会
い
の
と

き
に
、
子
供
を
手
伝
っ
て
あ
げ
た
く

な
っ
て
し
ま
う
と
思
う
の
で
す
が
、

待
つ
こ
と
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
探

究
活
動
で
は
、
子
供
た
ち
に
大
胆
に

聞
い
て
み
る
の
も
面
白
い
と
思
い
ま

す
。「
光
っ
て
何
だ
ろ
う
」「
風
っ
て

何
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
問
い
掛
け
に

も
、
子
供
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え

を
話
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

子供たちがわくわくしながら遊び、学び、豊かな心を探究活動で育む「とうきょう すくわくプログラム」。
この取組を東京都と連携して進めている東京大学大学院教育学研究科附属発達保育実践政策学センター

（CEDEP）の浅井幸子教授と野澤祥子特任教授に、そのポイントを伺いました。

浅井幸子先生 野澤祥子先生

東京大学大学院教育学研究科
附属発達保育実践政策学
センター長　教授

東京大学大学院教育学研究科
附属発達保育実践政策学
センター　特任教授

自園で取り組むには
活動内容が難しそうです

子供の探究心をくすぐるには
どうしたらよいでしょうか？

答えがある活動だと、答
えにたどり着いて終わり

ということもあるため、答えが一
つではない問いを意識してみる
とよいかもしれません。例えば、

「ぐるぐるってなんだろう」という
問いであれば、日常の中のぐるぐ
るしたものに目が向くようになり、
子供からいろいろなアイデアがわ
いてくるのではないでしょうか。

A大規模な準備が必要な
イベントではないので、

例えば、０歳児だと鏡を置いて
みるとか、シンプルな設定から
始めましょう。単発のイベントを
するのではなく、子供の声を聴
きながら、それを記録して次の
活動を考えていくサイクルが重
要です。

A

する

・

子供たちの興味 · 関心を
深められそうなテーマを

設定します。

テーマに関する子供たちの考えや
イメージを聞き出すための
問いを準備します。

探究活動を実践し、記録します。

素材や道具を準備し、
環境を整えます。

保育者同士や子供たち同士で
活動を振り返ります。

子供たちの活動を保護者等に共有します。
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5歳児のテーマ

活動スケジュール
テーマを
決める

1回目の活動
「穴を探してみよう」

2回目の活動
「穴の鑑賞会」

3回目の活動
「ポスター作り①」

4回目の活動
「ポスター作り②」

5回目の活動
「穴を作ってみよう！」

9月
中旬

9月
下旬

10月
中旬

10月
下旬

11月
中旬

9月
中旬

～２回目の活動～

Schedule of Activities

子供たちが大好きな絵本「はなのあなのはなし」
を出発点に、身近にいくつも存在する穴であれ
ば、「この穴はなんだろう？」と探究を深められる
のではないかと考え、「穴」をテーマにしました。

4～5人の少人数グループを3つつくり、
子供たちの気付きをしっかりキャッチで
きるような体制で探究活動をスタート。
園舎の廊下、園庭、テラスの3カ所に分
かれて「穴」探索へ。見つけた穴は排水
溝やコンセント、マンホールのふた、葉っ
ぱの虫食いなど多種多様で大変盛り上
がり、時間を忘れて探し続けていまし
た。見つけた穴はタブレットで撮影し、
写真に残しました。

活動後、担当保育者が記録していた穴探しの様子の写真
や動画を見ながら振り返りを行いました。予想以上に子供
たちが一つひとつの「穴」に関心を持ってくれたことから、
次の活動として、今回見つけた穴を子供たちと一緒に鑑賞
しながら話し合おうという方向性に決定しました。

まず絵本を読み聞かせて、そ
の後「穴」探しに出かけると
いう流れを想 定し、園 内に
どんな「穴」があるのかを確
認。危険なものはないか下調
べをしました。さらに「これか
ら探究するんだ！」という動機
付けに厚紙で作った双眼鏡
も用意しました。

「穴」について子供たちと考えを深めていく入口にな
るような問いは何がよいか考え、「どこに穴があるか
な？」という問いを設定。身のまわりにあるいろいろな
穴を探してみる活動をすることにしました。

彰栄幼稚園の方針は自由保育なので、普段から子供の興味関心
から始まる遊びを大切に保育を行っていますが、「とうきょう 
すくわくプログラム」では、探究の楽しさを実感し遊びを深め
ること、さらに保育者の視点を豊かにすることを目指しています。

「穴」

活動報告
BOOK

彰栄
幼稚園
（文京区）

双眼鏡で穴探しの集中力UP！

回を重ねるうちに、普段
おとなしい子も活発に意
見するように。継続の大
切さを知りました（田中
なな子教頭）

活動内容をまとめた
フォトブックを保護
者の方にも配布

子供たちがどこに向かってもい
いように準備するだけでなく、
一緒に考えていく探究活動は
私にとっても勉強になりました
（中川和音先生）

1回目の探究によって、園内に
はさまざまな「穴」があること
が分かったので、穴の「鑑賞
会」をして、見つけてくれた子
供にその穴がどこにあったも
のなのか、どのようにあいた
穴なのかを紹介してもらうこと
にしました。そして穴の種類に
よって仲間分けしてみてはど
うかと提案することに。

「穴」の写真を映し出すためのス
クリーンとプロジェクター、仲間分
けをするためにフープなどを用意
しました。

子供たちは「なんのためにあい
ている穴なのか」を話し合い、大
きさや形ではなく「理由」で仲間
分けしてフープの中に写真カード
を入れていきました。

園内で出会った穴は「カギの仲間」、
「土の仲間」、「水の仲間」、「ボタン
の仲間」、「仲間にできない仲間」の
5つに仲間分けできました。穴につ
いて深く探究したことで、子供たち
は「穴には理由がある！」というこ
とを発見。子供たちが自分の発見を
楽しそうに友達に伝えていたことか
ら、次は、幼稚園のみんなにも仲間
分けした穴について伝えるためのポ
スター作りをすることになりました。

教頭
田中なな子先生

子供が夢中になれるだけでなく、大人も面白
いと感じるテーマを選んだことで、子供とわ
くわくを共有しながら進められました。（荒木
みどり彰栄保育福祉専門学校専任講師）

穴（5 歳児）
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4歳児のテーマ

先週の JALの空育プログラムをきっかけに、飛行機や空港で働く人、働く車に興味津々にな
っていた子どもたち。心待ちにしていた羽田空港第１ターミナルに行って、空港の雰囲気を肌で
感じる経験をすることができました。空港内では２グループに分かれて、出発ロビーと展望デッ
キの２か所を探検しました。展望デッキでは、映像や写真で見ていた働く車たちが実際に動き働
く姿に大興奮！大小、色とりどり、種類も様々な飛行機たちに目を輝かせていました。出発ロビ
ーでは、写真で見ていた警備ロボットに遭遇！鞄を預ける様子や保安検査場で働く人たちを実際
にみることができました。

 
空育えんそく

にじ組
令和７年１月２４日(金)

展展望望デデッッキキ 

ははいい、、ポポーーズズ！！ 

飛行機きた！

ちょっと休憩

テーマを
決める

1回目の活動
「風を感じてみよう」

2回目の活動
「どれが、どこまでとぶかな？」

3回目の活動
「風がたくさん吹いてきた」

4回目の活動
「もっと風を感じよう」

5回目の活動
「飛行機を見に行こう」

6回目の活動
「外で紙飛行機を飛ばそう」 9月10月11月12月翌1月翌2月 9月

初旬

Schedule of Activities

～２回目の活動～

活動スケジュール

「風ってなんだろう？」と考えるきっかけになるよう
に、子供たちが実際に風を浴びたり、目に見える形
で風を感じるような活動をしていくことにしました。

紙飛行機が大好きな子供たち。子供たちが
室内で紙飛行機を飛ばして楽しんでいる時
に、部屋の天井扇の風と紙飛行機の動きに
興味を持っていた姿が見られました。　
また、品川保育園はビルに囲まれ自然に触
れる機会が少ないことから、子供たちに自
然の面白さに気付いてほしいという願いも
込めて、テーマを「自然を感じる～風～」に
しました。

サーキュレーターの風に顔や手を当てた
りして思い思いに風を感じていた子供た
ち。「扇風機があると紙飛行機が飛びや
すい」と言い、吹き出し口のどの場所に
紙飛行機を置くと飛ばしやすいかを確か
めながら繰り返し挑戦していました。タ
ブレットを2台設置して、動画や写真撮
影を行い、記録しました。

子供の取り組みを観察し、表情から読み取ったことを電子
連絡帳システムのドキュメンテーション機能で保護者と共
有したり、動画で記録したものを全職員と共有し振り返り
を行ったりしました。活動の中で、紙飛行機が風の流れに
乗ると遠くに飛ぶということに子供たちが興味を持ってい
たことから、次回の活動では、紙飛行機の飛距離に着目し
た活動をすることにしました。

より風を近くで感じられるよ
うにサーキュレーターを用
意 。また、風がどのように
流れているのかを可視化す
るための工夫としてテープ
も用意しました。子供たち
がいつもどおり紙飛行機を
飛ばしているタイミングで、
サーキュレーターを登場させ
ました。

子供たちの興味や関心を広げ、探究心を育てながら、保育者側
も子供たち一人ひとりへの理解を深めていきたいという思いか
ら、「とうきょう すくわくプログラム」を始めました。

自然を感じる～風～（４歳児）

「自然を感じる
～風～」

ドキュメン
テーション

園長
柳本直樹先生

品川
保育園
（品川区）

普段の生活や遊びの中
で子供たちがつぶやい
た言葉を拾い、「どうし
たらいいと思う？」と投
げ掛け、一緒に考えな
がら準備を進めました。
（君島祐子副園長）

風に揺れているテープを見て、「紙飛行機をつけたい」という発言も 風の流れを視覚的に感じる子供たち

活動の方向性について、１年
間の見通しを持っていました
が、子供たちの発想やつぶ
やきからどんどん変化してい
きました（金子茜先生）

子供たちの探究の
様子を写真と文章
で記録

「これがあるよ」と用意してい
たものを出すのではなく、子供
たちから「ちょうだい」という
言葉が出てくるのを待つように
しました（君島祐子副園長）

紙飛行機の素材や折り方によっ
て飛び方や飛距離が変わること
に関心を持った子供たち。本で
作り方を見ながら、さまざまな
紙で紙飛行機を作って飛ばし楽
しむ姿を見ていたことから、「ど
うしたら、遠くまで飛ばせるの
か」を探究してもらおうと考え、
目印を用意して投げ方を工夫で
きるようにしました。

コピー用紙や画用紙、子供たち
が作ったマイ紙飛行機、紙飛行
機を飛ばすコースづくりのため
のテープ、数字のボード、フープ
などを用意。

「どれが一番飛ぶかな？」「7番
（のボード）まで飛ぶかな？」と、

友達と競いながら投げ方や折り
方、素材をいろいろと考え楽し
んでいました。

自分で設定した目標距離まで紙
飛行機が飛ぶように、子供たち
同士で投げ方や折り方を共有し
たり、どうやったら遠くに飛ぶの
か話し合ったりしながら取り組
んでいました。その後も、「風」と

「紙飛行機」を題材にした活動
が続いていきました。
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「とうきょう すくわくプログラム」をもっと知りたい方は
専用サイト「すくわくポータル」をご覧ください。

すくわくポータル

とうきょう すくわくプログラムは、東京大学大学院
教 育 学 研 究 科 附 属 発 達 保 育 実 践 政 策 学センター

（CEDEP）との協定の下、東京都の「とうきょう すく
わくプログラム推進事業」として策定したものです。

●本誌内容の無断転載はご遠慮ください
発行／株式会社こどもりびんぐ
＜PR＞問い合わせ　東京都子供政策連携室企画調整部企画調整課　　℡03-5388-3812 2025年12月発行
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